Modern Japan in the works of Russian refugees by スレイメノヴァ  アイーダ
亡命ロシア人が見た近代日本




会議名: 日文研フォーラム, 開催地: ハートピア京






Modern Japan in the works of Russain refugees




Modern Japan in the Works of Russian Refugees






Assist. Professor, Institute of Oriental Studies, Far Eastern National University.






Assistant Professor, Institute of Oriental Studies, Far Eastern National University
Visiting Research Scholar, International Research Center for Japanese Studies
略 歴
平成 16年 4月 博士号（Kandidat Nauk）（ロシア科学アカデミー世界文学研究所）
平成 16年 5月 極東国立総合大学 東洋学部 准教授
平成 22 年 4 月 国際日本文化研究センター 外国人研究員就任（平成 23 年 3 月）
著書・論文等



































ったきっかけは、一九九四（平成六）年八月に京都市の代表団が晶子の詩碑の建設と文学セミナーを開催するためにウラジオストクを訪問したことでした。その詩碑は、おそらく                                        





日本詩人のロシアにおける唯一の記念碑だと思います。それはまた、ウラジオストクの住民たちにとっては日本文化の権化であるとも言えますが、私が近代歌人の作品に夢中になり、与謝野鉄幹・晶子の歌集、論文、翻訳等に関する研究活動を行う出発点となりました。二〇〇四年には、 偶然にもウラジオストク市の一番大きなアルセーニエフ郷土史博物館で、与謝野晶子とウラジオストクの出身であるアマチュア詩人、ヴェネディクト・マトヴェーエフに関する重要な資料が見つかりましたので、私 研究生活もまた少し変化しまし 。近代歌人とロシア詩人の間 どのような関係が ったのか、なぜロシア人 日本文化に憧れていたか、このような問題について、自分 専門分野から離れて、今年一年、国際日本文化研究センターで「ロシア亡命人と近代日本」という研究をしております。
 
もう一つ別の方面から日露文化関係について考えたなら、直截な関係が見つかるのでは














ベリア鉄道が起工されて多数の出稼ぎ労働者が日本から工事の請負としてロシアに渡りす。シベリア鉄道の建設には特に長崎を中心とする九州 の人たちが多く働いております。当時、長崎とウラジオストック間に航路があったので特に長崎の人達 かったのです。その後、ウラジオストックには西本願寺ができます。ウラジオストックを中心に大田覚眠と言う西本願寺のお坊さんが布教師 して活躍します」
二
。経済的、社会的な点から






































































































































































Япония, Ниппон, Нихон,  
Основа Солнца, Корень Света, 
Прими от русского поэта 
Его струны




























































































































































































































                
Прыгнули первые кубы 












































































                                        



















































































































































































                














































































На ярких песках 
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a yarkikh peskakh 
Играю




Я в слезах . 二八
 
 
























く、ウラジオストクと日本の東京（一九一八年に与謝野夫妻の自宅があった麹町） 、関西の神戸、大阪、さらにマトヴェーエフ翁が永眠され 町を親しく結んだのは信じがたい事実です。これは、 「グローカル」の文化と連想させてもいいで ょう。
 
実は、亡命ロシア人はもっともっと多くの作品と回想文を残していますが、この短い発
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Садзанами Сандзин. Сказания древней Японии. Перевод с японского и 
примечания В.М








Астон В. Г. История японской литературы




































. Давид Бурлюк в Америке: материалы
 к биографии. М



















art ） 、 「現代日本の詩人」 （与謝野晶子・鉄幹の訪問について） 『極
東の自然と人々』一九一八年１・２号。
Матвеев В.  
"Черный Дом", «Песенцы
». 


















Невский Николай Александрович, 一














                                        










































Мендрин Василий Мелентьевич, 一八六












 Астон В. Г. История японской литературы
 / Пер. сангл. В. Мендрина; 











; Садзанами Сандзин. Нихон мукаси банаси. 
Сказания древней Японии / Пер. с яп. с прим. и вст. статьей В.М
. Мендрина. 




































Рай Дзё. Сисэй （頼襄子成）
. История 
42 
сиогуната в Японии / Пер. с яп. с прим. и комм. В. М
. Мендрина. Кн. 1-6.  
Владивосток, 1910-1915. (Известия Восточного института; Т. 33, вып. 2; Т. 36, 



















Бурлюк Давид Давидович 、ウクライナの
ハリコフ、一八八二年七月二一日～ニューヨーク、一九六七年一月一五日）は、ロシア未来派の画家。ロシア未来派の中心人物の一人で、 「ロシア未来派の父」と呼ばれることもある。ロシア帝国のハリコフ県に生まれる。一八
九八年から一九〇四年にかけてカザンとオ












Восхождение на Фудзи-сан.  Из 














































Краткий русско-японский словарь. Осака, книгоиздательство «Мир», 1923, 10 мая. 





















(Матвеев Николай Николаевич, 著名
Матвеев-Бодрый; ウラジオストク一八九一、











«Русская девочка и японская поэтесса». Даты
 написания неизвестны
. 
Хабаровский краевой краеведческий музей им. Гродекова, фонд 10, опись 285.





















». Петроград , 1916. 『小唄』ペトログラッド（旧ペテルブルグ） 、一九
一六年
; «Черный Дом», «Песенцы





























 (Григорьев Михаил Петрович, ザカスピ州ネ
ルヴ、一八九九～大連、一九四三
) 、日本学者、翻訳家。チタ陸軍士官学校で日本語を学び
















 («На Востоке», 1935 ） ：石川啄木の詩（ 『あこがれ』の
「マカロフ提督追悼の詩」 ）と短歌（ 『一握の砂』より） 、芥川龍之介『蜘蛛の糸』 、 『山鴫』谷崎潤一郎『陰翳礼讃』
;  
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. Давид Бурлюк в Америке: материалы





















七首の翻訳（ 「たまくらに髪のひとすぢきれし音を小琴と聞きし春の夜の夢」 ） 。
 
二七
 
V・マトヴェーエフ、「
Танка （短歌）」『極東の自然と人々』 、一九一八年
 １・２号。
  
二八
 小川亭作「啄木の露訳について」『月刊ロシア』、一九三六年、一一月、八三頁
  
発表を終えて
最近、グローバル文化と「グローカル」文化の共通点に関する様々な研究プ
ロジェクトが動き始めましたが、アジア太平洋領域にも、特に極東ロシアまで
トランスナショナリズム、トランスナショナルな文学が少しずつ入り始めまし
た。ロシア国籍である私は、自分のアイデンティティーについてよく考えたほ
うがいい、と自分自身に言いたいです。そのために、5年前に在日ロシア人研
究会の例会に出席できましたし、他の研究者とともに、日本に長い間住んでい
る亡命人と意見交換をすることができました。今年一年は国際日本文化研究セ
ンターで、1920～30年代に日本と中国で暮らしていた亡命ロシア人の作品に
ついて考えていました。このプロジェクトは、普通行っている文学評論よりも
もっと人間的な付き合いに近づいていくことも分かりました。今年一年間いろ
いろと教えていただきました日文研の教授（特に、指導者の劉建輝先生、隣の
研究室と隣国の代表者、呉京煥先生、セミナーと研究会のリーダーでいらっし
ゃる鈴木貞美、稲賀繁美先生たち）、研究員、研究協力部の皆さん、大学院生
のおかげで、私の研究はある程度進んだと信じています。
在日ロシア人の研究者も、いつも私の勉強を応援してくれています。ロシア
の図書館、資料館が日本へのサービスまで展開していないという残念な事実は
認めますが、今回、早稲田大学（E. SchteinとA. Vannovskyのコレクション）
と北海道大学スラブ研究センターの図書館で古書と珍しい書類が拝読できたの
は、読書に夢中になっている私には思いがけないことでした。
近代短歌の専門家にも心から感謝の意を表させていただきたいと思います。
今年の研究は短歌そのものから離れていたので、5年前にご指導いただいた上
田博、古澤夕起子先生たちに短歌会に誘っていただきまして、非常にうれしい
ことでした。もう10年ぐらいのお付き合いになる大阪・堺市の与謝野晶子倶
楽部の皆さんともまたこの一年ご一緒することができ、ウラジオストクの与謝
野晶子記念文学会の活動にも役立つと思います。さらに、去年11月20日に好
きな歌人たち、与謝野寛と晶子のお嬢さんである森藤子さんと直接お目にかか
ることもできました。すべての夢が現実となっていると
言えますが、研究者の責任がより重くなって、より意義
深くなっていると理解しています。
